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美
学
美
術
史
学
科
の
三
十
年

武
　
笠
　
　
　
朗

美
学
美
術
史
学
科
は
本
年
度
（
平
成
二
十
七
年
度
）
創
設
三
十
周
年
を
迎
え
、
十

月
八
日
に
そ
れ
を
記
念
す
る
式
典
が
常
磐
祭
（
大
学
祭
）
開
催
中
の
新
校
舎
創
立
一

二
〇
周
年
記
念
館
に
て
行
な
わ
れ
た
。
多
く
の
卒
業
生
、
在
職
教
員
が
参
集
し
思
い

出
話
に
花
が
咲
い
た
。
ま
た
、
創
設
と
同
時
に
創
刊
し
た
本
誌
『
美
学
美
術
史
学
』

も
、
晴
れ
て
三
十
号
を
迎
え
た
。
美
学
美
術
史
学
科
の
三
十
年
と
本
誌
三
十
号
を
記

念
し
て
、
こ
こ
に
ご
く
簡
単
で
は
あ
る
が
、
本
学
科
及
び
博
物
館
学
課
程
と
本
誌
の

歴
史
を
ま
と
め
て
み
た
い
。
あ
わ
せ
て
本
学
科
専
任
教
員
の
名
前
も
記
し
て
記
憶
に

と
ど
め
た
い１
。

美
学
美
術
史
学
科
（
以
下
美
々
と
も
い
う
）
の
創
設
は
昭
和
六
十
年
（
一
九
八

五
）
四
月
の
こ
と
で
、
実
践
女
子
大
学
の
日
野
校
地
全
面
移
転
の
初
年
度
で
あ
っ

た
。
本
学
科
の
濫
觴
は
、
本
学
博
物
館
学
課
程
（
以
下
博
学
課
程
、
博
学
と
も
い

う
）
の
創
設
に
遡
る２
。
そ
れ
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
四
月
の
こ
と
で
、
図

書
館
学
課
程
と
と
も
に
開
講
さ
れ
た３
。
最
初
期
は
、
国
文
学
科
三
条
西
公
正
教
授
を

主
任
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
昭
和
四
十
五
年
（
一
九
七
〇
）
に
本
学
科
創
設
の
立
役

者
た
る
松
原
三
郎
氏
が
本
学
教
授
に
着
任
し
、
美
術
史
を
中
心
と
す
る
課
程
へ
と
シ

フ
ト
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
松
原
氏
は
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
か
ら
同
課

程
の
主
任
と
な
っ
た
が
、
西
洋
美
術
史
の
坂
崎
坦
氏
と
と
も
に
開
設
時
よ
り
非
常
勤

講
師
と
し
て
本
課
程
に
関
わ
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
島
田
紀
夫
氏
が
博
学
課
程
に
着
任

し
、
こ
の
二
人
に
よ
っ
て
美
学
美
術
史
学
科
の
創
設
が
準
備
さ
れ
た４
。
そ
し
て
、
昭

和
六
十
年
四
月
、
新
た
に
仲
町
啓
子
氏
を
迎
え
て
美
学
美
術
史
学
科
は
創
立
し
た
の

で
あ
っ
た
。
募
集
人
員
は
一
〇
〇
名
、
初
年
度
は
一
一
七
名
の
入
学
者
が
あ
っ
た
と

い
う
。
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
ま
で
に
阿
部
幸
夫
氏
、
西
田
秀
穂
氏
、
大
原

ま
ゆ
み
氏
、
小
林
宏
光
氏
、
佐
藤
綾
子
氏
、
宮
次
男
氏
、
三
隅
治
雄
氏
が
順
次
加
わ

り
、
創
立
期
の
専
任
メ
ン
バ
ー
が
出
そ
ろ
う
こ
と
に
な
っ
た５
。
日
本
、
東
洋
、
西
洋

美
術
史
各
二
名
、
美
学
一
名
、
芸
能
史
一
名
の
人
員
構
成
は
以
後
長
ら
く
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
学
科
創
設
の
趣
意
は
、『
実
践
だ
よ
り
』
に
載
る
学
科
内
容
の
紹
介
記
事

に
よ
れ
ば
、「
芸
術
の
歴
史
的
な
流
れ
を
学
問
的
に
た
ど
り
な
が
ら
、
広
く
美
的
・

芸
術
的
感
受
性
を
高
め
」「
情
操
に
富
み
人
間
性
豊
か
な
女
性
を
育
成
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
」
と
し
、「
文
化
や
芸
術
を
通
し
て
国
際
的
相
互
理
解
に
寄
与
し
う

る
女
性
を
育
成
し
た
い
」
と
も
あ
る６
。
ま
た
美
学
・
美
術
史
の
み
な
ら
ず
、
民
俗
芸

能
を
諸
芸
術
の
ル
ー
ツ
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柱
に
据
え
重
視
し
て
い
る
こ
と
も

特
徴
で
あ
っ
た
。
初
代
学
科
主
任
は
松
原
氏
、
以
後
西
田
氏
、
宮
氏
、
末
永
照
和

氏
、
島
田
氏
と
連
な
る
。
美
々
創
設
後
は
、
美
々
学
科
主
任
の
み
が
博
学
課
程
主
任

を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ
て
他
は
博
学
課
程
か
ら
離
れ
た
が７
、
実
質
美
々
の
専
任
教

員
が
課
程
運
営
に
密
接
に
関
わ
る
状
態
で
今
に
至
っ
て
い
る
。
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学
科
発
足
と
共
に
『
美
学
美
術
史
学
』
は
創
刊
し
た
。
創
設
年
度
末
の
昭
和
六
十

一
年
（
一
九
八
六
）
三
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
初
代
紀
要
編
集
委
員
は
仲
町
氏
で

あ
っ
た
と
い
う８
。
学
科
研
究
室
に
実
践
美
学
美
術
史
学
会
を
設
け
、
そ
の
機
関
誌
と

し
て
本
誌
を
年
一
回
刊
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
松
原
氏
に
よ
る
発
刊
の
辞
に
よ
れ

ば
、
美
学
美
術
史
学
研
究
の
発
展
に
資
す
る
こ
と
と
と
も
に
、
研
究
室
発
行
の
雑
誌

と
し
て
「
学
科
所
属
の
学
生
の
教
育
資
料
」
と
も
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
の
発
刊

と
い
う９
。
創
刊
当
初
の
判
型
は
Ａ
５
で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
の

第
十
四
号
よ
り
Ａ
４
に
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
の
第
十
六

号
か
ら
本
誌
の
編
集
委
員
会
及
び
そ
の
規
定
が
設
け
ら
れ
、
掲
載
論
文
の
査
読
が
行

な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
八
）
の
第
二
十
号
に
際
し
て
本
誌

へ
の
投
稿
規
定
が
定
め
ら
れ
、
研
究
誌
と
し
て
の
厳
格
性
を
増
し
て
今
に
至
っ
て
い

る
。美

々
創
設
か
ら
七
年
後
の
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
四
月
、
本
学
大
学
院
文
学
研

究
科
に
美
術
史
学
専
攻
修
士
課
程
が
設
置
さ
れ
た
。
初
年
度
の
入
学
者
は
五
名
で

あ
っ
た
。
美
術
史
学
専
攻
の
大
学
院
は
当
初
よ
り
人
気
が
高
く
、
こ
れ
ま
で
に
多
く

の
修
了
生
を
輩
出
し
て
き
た
。
美
術
館
・
博
物
館
に
学
芸
員
と
し
て
就
職
し
た
者
も

少
な
く
な
く
、
そ
れ
な
り
の
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
平

成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
）
に
は
、
要
望
が
強
か
っ
た
博
士
後
期
課
程
が
増
設
さ

れ
、
博
士
課
程
（
前
期
・
後
期
）
と
名
称
変
更
し
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

一
方
学
部
の
方
は
、
小
規
模
な
更
新
を
行
な
う
も
の
の
、
美
学
・
美
術
史
、
芸
能

史
を
中
心
と
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
本
方
針
に
大
き
な
変
更
は
な
か
っ
た
が
、
時

代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
い
く
つ
か
の
大
き
な
更
新
を
行
な
っ
て
き
た
。
ま
ず
平
成

十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
度
入
学
生
か
ら
、
美
術
の
教
員
免
許
取
得
が
可
能
と
な
っ

た
。
美
術
実
技
の
専
任
教
員
二
名
を
新
規
採
用
し
、
新
た
に
実
技
棟
が
建
て
ら
れ
、

絵
画
及
び
デ
ザ
イ
ン
の
授
業
を
設
け
、
そ
れ
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
美
術
の
中

学
校
・
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
を
取
得
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
父
母
か
ら
の

要
望
の
強
い
資
格
取
得
だ
が
、
そ
れ
ま
で
美
々
で
は
学
芸
員
と
司
書
資
格
の
み
で
、

他
学
部
他
学
科
の
ほ
と
ん
ど
で
取
得
可
能
な
教
職
は
取
得
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
問

題
を
解
消
す
る
と
同
時
に
、
学
科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
も
新
た
に
実
技
科
目
を
取

り
込
ん
で
の
刷
新
が
図
ら
れ
た
。
現
在
ま
で
、
延
べ
八
十
四
名
の
資
格
取
得
者
を
出

し
、
五
名
が
教
職
に
就
い
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
三
月
の
田
中
英
機
教
授
の
退
職
を

も
っ
て
、
開
学
以
来
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
芸
能
史
（
民
俗
芸
能
、

古
典
芸
能
）
が
閉
講
と
な
っ
た
。
入
学
定
員
削
減
に
伴
な
う
人
員
削
減
に
よ
る
事
態

と
は
い
え
、
長
年
の
人
気
講
座
の
閉
講
は
大
い
に
惜
し
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

田
中
教
授
退
職
年
度
の
平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
六
月
三
十
日
に
香
雪
記
念
館

で
行
な
わ
れ
た
、
田
中
教
授
監
修
本
学
科
主
催
の
公
開
講
座
「
琉
球
芸
能
江
戸
上
り

―
沖
縄
古
典
芸
能
の
歴
史
を
探
る
―
」（
人
間
国
宝
・
照
喜
名
朝
一
氏
の
実
演
他
）

の
大
盛
況
ぶ
り
（
参
加
者
二
二
七
名
）
は
思
い
出
深
い
。
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
は

入
学
定
員
が
九
十
名
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
十
一
年
（
一
九
九
九
）
五
月
、
日
野
大
坂
上
校
地
の
香
雪
記
念
館
に
香
雪
記

念
資
料
館
（
以
下
香
雪
と
も
い
う
）
が
開
館
し
た11
。
平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
九

月
に
は
東
京
都
よ
り
博
物
館
法
に
基
づ
く
博
物
館
相
当
施
設
の
認
定
を
受
け
た
。
そ

の
前
身
は
、
渋
谷
校
地
に
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
設
け
ら
れ
た
美
術
資
料

展
示
室
に
遡
る
。
博
物
館
学
課
程
の
実
習
用
に
、
実
物
の
鑑
賞
と
そ
の
展
示
・
保
管

の
た
め
の
資
料
室
と
し
て
設
け
ら
れ
た
。
大
学
の
移
転
と
と
も
に
日
野
に
移
り
、
本

館
二
階
に
日
本
・
東
洋
美
術
展
示
室
と
し
て
、
美
々
の
実
習
の
場
も
兼
ね
て
存
続
し

た
。
そ
の
収
集
品
を
母
体
と
し
て
資
料
館
は
開
館
し
た
。
展
示
室
設
置
以
来
今
に
至

る
ま
で
、
香
雪
と
美
々
、
博
学
と
の
関
係
は
深
い
。
香
雪
の
初
代
館
長
は
平
成
十
四

年
（
二
〇
〇
二
）
着
任
の
島
田
氏
、
次
い
で
仲
町
氏
、
宮
崎
法
子
氏
、
そ
し
て
仲
町



－　－65

啓
子
氏
が
再
登
板
し
て
今
に
到
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）
か

ら
、
博
学
課
程
の
助
手
・
助
教
と
し
て
香
雪
の
学
芸
員
が
置
か
れ
て
い
る
。
渋
谷
校

地
に
移
転
し
て
、
創
立
一
二
〇
周
年
記
念
館
一
階
に
二
つ
の
展
示
室
を
有
す
る
。
近

時
日
本
の
近
世
・
近
代
の
女
性
画
家
の
作
品
を
収
集
し
て
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て

い
る
。

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）
四
月
、
美
学
美
術
史
学
科
・
博
物
館
学
課
程
は
渋

谷
校
地
に
移
転
し
た
。
博
学
課
程
と
し
て
は
渋
谷
復
帰
と
な
る
。
移
転
前
の
予
想
通

り
、
美
術
館
博
物
館
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大
き
く
改
善
さ
れ
て
、
実
地
見
学
の
授
業
が

容
易
に
な
っ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
移
転
初
年
度
は
、
渋
谷
と
い
う
新
し
い
環
境
や

新
築
の
校
舎
に
不
慣
れ
で
戸
惑
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
三
十
周
年
の
本
年
度
は

徐
々
に
落
ち
着
き
、
未
来
に
向
け
て
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
し
つ
つ
あ
る
。
来
年
度

（
平
成
二
十
八
年
度
）
四
年
生
か
ら
、
実
技
を
中
心
と
す
る
卒
論
ゼ
ミ
（
絵
画
ゼ

ミ
、
デ
ザ
イ
ン
ゼ
ミ
）
が
始
ま
る
。
こ
れ
は
、
創
立
以
来
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
基
本

方
針
か
ら
大
き
く
踏
み
出
す
大
改
革
で
あ
る
。
時
代
の
要
請
、
学
生
の
質
、
性
格
の

変
容
を
受
け
て
の
改
革
で
あ
る
。
今
後
も
学
生
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
か
と

い
っ
て
そ
れ
に
過
剰
に
反
応
す
る
こ
と
な
く
、
創
立
当
初
の
理
念
に
立
ち
返
り
つ

つ
、
美
術
の
す
ば
ら
し
さ
と
そ
れ
に
向
き
合
う
こ
と
の
喜
び
を
、
真
摯
に
学
生
に
伝

え
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

註
　

１　

本
稿
を
な
す
に
当
た
り
多
く
を
次
の
文
献
に
拠
っ
た
。『
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
年

史
』
実
践
女
子
学
園
、
二
〇
〇
一
年
三
月
。

２　

博
学
課
程
の
歩
み
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
し
た
。
松
原
三
郎
「
本
学
博
物
館
学
講
座

二
〇
年
の
あ
ゆ
み
」（『M

U
SEO

LO
G

Y

』
六
〔
開
講
二
十
周
年
記
念
号
〕）
実
践
女
子

大
学
博
物
館
学
講
座
、
一
九
八
七
年
四
月
。「
博
物
館
学
課
程
三
十
年
の
歩
み
」

（『M
U

SEO
LO

G
Y

』
一
六
〔
開
講
三
十
周
年
記
念
号
〕）
実
践
女
子
大
学
博
物
館
学
課

程
、
一
九
九
七
年
四
月
。
な
お
、
博
学
課
程
の
機
関
誌
『M

U
SEO

LO
G

Y

』
は
昭
和
五

十
七
年
（
一
九
八
二
）
四
月
に
創
刊
し
た
。

３　

美
々
創
設
の
頃
ま
で
両
課
程
は
セ
ッ
ト
で
、
図
書
館
学
・
博
物
館
学
課
程
（
通
称
図

博
）
で
あ
っ
た
。

４　

大
原
ま
ゆ
み
氏
に
よ
れ
ば
、
島
田
助
教
授
（
当
時
）
は
学
科
創
立
の
「
陰
の
主
役
」

で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
原
ま
ゆ
み
「
学
科
紀
要
と
と
も
に
」（『
美
学
美
術
史
学
』
一

二
）
一
九
九
七
年
七
月
。

５　

以
上
の
各
氏
は
、
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
十
二
月
の
設
置
認
可
時
の
資
格
審

査
で
合
格
と
な
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
設
立
当
初
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

６　
『
実
践
だ
よ
り
』
四
一
、
一
九
八
五
年
。『
実
践
女
子
学
園
一
〇
〇
年
史
』
所
収
。

７　

た
だ
し
、
美
々
創
立
後
数
年
は
、
松
原
、
島
田
両
氏
は
博
学
課
程
兼
任
で
あ
っ
た
と

い
う
。

８　

大
原
前
掲
論
考
（
注
４
）。

９　

松
原
三
郎
「
発
刊
に
つ
い
て
」（『
美
学
美
術
史
学
』
創
刊
号
）
一
九
八
六
年
三
月
。

10　

香
雪
記
念
資
料
館
の
歴
史
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
を
参
照
し
た
。
愛
甲
晴
美
「（
調

査
報
告
）
実
践
女
子
学
園
香
雪
記
念
資
料
館
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
」（『
実
践
女
子
学

園
香
雪
記
念
資
料
館
館
報
』
二
）
二
〇
〇
五
年
三
月
。
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美
学
美
術
史
学
科
歴
代
専
任
教
員
一
覧

歴
代
専
任
教
員
（
教
授
、
助
教
授
・
准
教
授
、
専
任
講
師
、
助
手
・
助
教
〔
博
物

館
学
課
程
を
含
む
〕）
の
在
職
期
間
及
び
主
任
在
任
期
間
を
記
し
た
。
着
任
順
。
着

任
は
四
月
一
日
、
退
任
は
三
月
三
十
一
日
。

松
原　

三
郎　

名
誉
教
授　
（
一
九
七
〇
〜
）
一
九
八
五
〜
一
九
八
八　

 

主
任
一
九
八
五
〜
一
九
八
八　

一
九
九
九
没　
　

島
田　

紀
夫　

名
誉
教
授　
（
一
九
八
一
〜
）
一
九
八
五
〜
二
〇
〇
六　

 
主
任
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
〇

仲
町　

啓
子　

現
職　
　
　

一
九
八
五
〜　

主
任
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
四

阿
部　

幸
夫　
　
　
　
　
　

一
九
八
五
〜
二
〇
〇
〇

西
田　

秀
穂　
　
　
　
　
　

一
九
八
六
〜
一
九
九
三　

主
任
一
九
八
八
〜
一
九
九
三

大
原
ま
ゆ
み　
　
　
　
　
　

一
九
八
六
〜
一
九
九
七

宮　
　

次
男　
　
　
　
　
　

一
九
八
七
〜
一
九
九
四
・
二
・
二
〇
没　

 

主
任
一
九
九
三
〜
一
九
九
四

小
林　

宏
光　
　
　
　
　
　

一
九
八
七
〜
一
九
九
五

佐
藤　

綾
子　
　
　
　
　
　

一
九
八
七
〜
一
九
九
五
（
〜
二
〇
〇
四
） 

※
生
活
文
化
学
科
へ
異
動

三
隅　

治
雄　
　
　
　
　
　

一
九
八
八
〜
一
九
九
八

上
原　

昭
一　
　
　
　
　
　

一
九
九
〇
〜
一
九
九
七　

二
〇
一
〇
没　
　

末
永　

照
和　
　
　
　
　
　

一
九
九
二
〜
二
〇
〇
二　

 

主
任
一
九
九
四
〜
一
九
九
七
、
二
〇
〇
〇
〜
二
〇
〇
一

降
旗　

芳
彦　

現
職　
　
　
（
一
九
九
一
〜
）
一
九
九
三
〜　

※
一
般
教
育
課
程
か
ら
異
動

赤
沢　

英
二　
　
　
　
　
　

一
九
九
五
〜
二
〇
〇
〇　

二
〇
一
二
没

宮
崎　

法
子　

現
職　
　
　

一
九
九
五
〜　

主
任
二
〇
〇
四
〜
二
〇
〇
七

武
笠　
　

朗　

現
職　
　
　

一
九
九
七
〜　

主
任
二
〇
〇
七
〜
二
〇
一
〇

片
桐　

頼
継　
　
　
　
　
　

一
九
九
七
〜
二
〇
〇
六
・
一
〇
・
一
五
没

西
角
井
正
大　
　
　
　
　
　

一
九
九
八
〜
二
〇
〇
三

児
島　
　

薫　

現
職　
　
　

二
〇
〇
〇
〜　

主
任
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
四

椎
原　

伸
博　

現
職　
　
　

二
〇
〇
二
〜　

主
任
二
〇
一
四
〜
現
在

田
中　

英
機　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
三
〜
二
〇
一
三

六
人
部
昭
典　

現
職　
　
　

二
〇
〇
六
〜　

主
任
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
二

有
元　

容
子　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
二

酒
井　
　

正　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
一

駒
田
亜
紀
子　

現
職　
　
　

二
〇
〇
八
〜

下
山　
　

肇　

現
職　
　
　

二
〇
一
一
〜

織
田　

涼
子　

現
職　
　
　

二
〇
一
二
〜

助
手
・
助
教

木
内
真
由
美　
　
　
　
　
　

一
九
九
四
〜
一
九
九
九

玉
川　

潤
子　
　
　
　
　
　

一
九
九
九
〜
二
〇
〇
二

濱
住　

真
由　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
二
〜
二
〇
〇
五

小
倉
絵
里
子　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
五
〜
二
〇
〇
九

佐
藤　

美
子　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
三

中
村　

友
代　

現
職　
　
　

二
〇
一
三
〜

博
物
館
学
課
程
助
手
・
助
教

愛
甲　

晴
美　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
六

山
盛　

弥
生　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
六
〜
二
〇
一
一

太
田　

佳
鈴　

現
職　
　
　

二
〇
一
一
〜


